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【目的】 白血 球吸着療 法（LCAP ）は 吸着 に際し 白血 球活性 化を伴うため，活性酸 素種の 発生 による抗酸

化 能低 下 の 懸念 がある．今 回我 々 は LCAP 施行 時 の 抗酸化動態を ヒドロ キシ ル ラジカ ル （
・OH ）消去 活性

および過酸化脂 質濃度 により検討した．

【方法】 潰瘍性大腸炎患者 に対するア ダカラム
R
お よび セ ル ソーバ

R
による LCAP 施行 に際し，治療 開始

時 にカラム前後より，また治療終 了時 に カラム 前より採血 した血 漿を用 い た（n ＝ 7）．・OH 消去活 性 は 10％血

漿に Fenton 反応 に より発生 した
・OH を添加 し，　DMPO をス ピ ン トラッ プ として電 子 ス ピ ン 共 鳴法に て 測定 し

た ．過酸化脂質 は八 木 法にて TBARS として 求めた．

【結果】 OH 信号強度は開始 時 0．86 ± O．11，カラム後 0．95± O．07，終了時 0．70± 0．10 で あり，カラム 通

過 に よ り信 号強度の 増強 （消 去活 性 の 低 下）を認 め た が ， 終了 時 には 開始 時より有意に消去 活性 は改善

した．血漿 中 TBARS は開始前 2．10± O．72
， 開 始後 1．82± 1．06・nmol ／ml であり治療中低下傾 向を示 した．

カラム 通過に よる差異はなか っ た．

【結論】 LCAP で はカラム 通 過により血 漿 中の OH 消去活性 は低 下するにもかか わらず ，治療 により全身

性 の 抗酸化能は改善に 向か う．
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　原 発 性 巣状糸 球体硬 化症（原発性 FSGS ）は、そ の 多くが治療抵抗性 を示 して 腎不全 に進行 し、さらに

腎移植後も高率 に再発 を認 める難治性疾 患で ある。 我 々 の 施設 で は 、 高脂 血症 による腎障害惹起・進行

仮説ならび に 原発性 FSGS の 蛋 白尿発症原因に 関する circulating 　 factors（CFs ）仮説 に基 づ い て LDL
吸着療法（LDL − A ）や血 漿 交換療 法（PE ）を試 み て きた 。 し か し残 念なが ら、これ らの 血 液浄化 療法 が無

効な症例も存在する。
こうい っ た症例 に対 して 、CFs を産生 して い ると考えられて い るリン パ 球 や単球を直

接 患者血 液 中から除去 するこ とを目的として 白血球 除去 療法を試 みた の で 、プ レ リミナ リ
ー

な段階で はあ

るが報告する。対象 は 6歳の 原発性 FSGS の 男児お よび 18歳の 原発 性 FSGS の移植後再 発の 男子 の 2

例。週 2回計 6 回 の 白血球 除去療 法 （旭メディカ ル 、Cellsorba）をお こなっ た。症例数 が少なく、そ の 背 景

も異な るた め治療 効果 に つ い て はさらなる検討が必 要で あるが 、小 児で も体外循環を用 い た 白血球 除去

療 法は安全に実施可能で あり、新 しい 治療法として の 可能性 が期待され た 。
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